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1 はじめに
近年，オフィスにおけるオフィスワーカの快適性およ
び知的生産性の向上に注目が集まっている．オフィス環
境を改善することにより，知的生産性が向上すると報告
されている 1) ．我々は，オフィスにおける光環境に着
目し，任意の場所に任意の照度を実現し，かつ省エネル
ギー性を実現できる照明（以後，知的照明）システムの
開発を行っている．また，知的照明システムにおいて，
ユーザが配線によらず照明の出力を自由に変更できる
ユーザインタフェース（User Interface：UI）の開発も
盛んに行っている 2) ．その一方で，知的照明システム
の UI開発にはデータベース（Database：DB）の操作
や照明機器への出力，センサからのデータ取得など様々
な処理が必要とされ，知的照明システムの設計および
処理について知識がなければ作ることができず，非常に
高い学習，開発コストがかかっていることも問題となっ
ている．本稿では，この知的照明システムの UI開発に
おける学習，開発コストの軽減を目的としたWebAPI
（Application Programming Interface）を提案，構築し，
低コストで知的照明システムの UIを構築方法について
提案する．

2 WebAPIとは
WebAPIとは，Webサイトやプログラムなどの開発を
効率的に行うための技術である．そもそもAPIとは”ap-
plication programming interface”の略で，アプリケー
ションの開発者が，他のハードウエアやソフトウエアの
提供している機能を利用するための手法である．これを
インターネットのサーバ上に構築し，HTTPプロトコル
でアクセス，利用できるようにしたものをWebAPIと
いう．開発者にとってWebAPIは，高機能なコンテン
ツを，より短期間・低コストで開発できるという利点が
ある 3) ．

3 WebAPIの仕様
3.1 設計計画

WebAPIに実装するメソッドの内部処理は完全に隠蔽
し，APIに照明の出力を受け渡すだけで動作するよう
にする．これによって，DB操作や照明への出力などの
知的照明システムの内部設計に関する知識がなくとも，
知的照明システムにおける照明操作を行うことが可能と

なり，学習，開発コストの軽減が見込まれる 4) ．また
WebAPIの呼び出しはどのような開発環境においても
可能にするために，一般的に普及した規格を利用する．

3.2 メソッドの隠蔽
内部処理を完全に隠蔽し，WebAPIへ任意のパラメー
タを受け渡すことで動作するようにする．その動作の流
れを Fig. 1に示す．

Fig. 1 処理の流れ

Fig. 1の指定 URLにおけるドメイン部分（Fig. 1に
おいては isdl.com）が知的照明システムの導入されてい
る部屋または建物を示しており，それ以降にメソッドを
示すファイル名が続く．

3.3 通信プロトコルとデータ形式
WebAPI のメソッドは HTTP 通信の POST 形式で
データを引き渡すことで利用可能である．URLによっ
て指定されたメソッドにPOST形式で引き渡されたデー
タはメソッド内でString型から適切な変数型に復元され，
それぞれDB操作や照明，照度センサを用いた処理をおこ
なう．処理された結果はApplication/JSON（JavaScript
Object Notation）形式で返される．WebAPIを利用す
るプログラムは，WebAPIへのリクエストの作成，We-
bAPIへのリクエスト，WebAPIから返されるデータの
取得，そしてWebAPIから返されたデータの解析とい
う流れで処理を行う．

3.4 サーバとAPIのマッピング
WebAPIは知的照明システムを操作するための API
であるが，この知的照明システムは世界に 1つのもので
はなく，同志社大学の知的照明システムの実験室をはじ
めとして，様々なオフィスに導入されている．そのため，
一つの APIで全ての知的照明システムを操作すること
はセキュリティ上の問題がある．そこで，1つの知的照
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明システムに対してそれを操作する固有の APIを持つ
ものとした．また，外部からの不正な利用を防止するた
め，WebAPIを設置するWebサーバは知的照明システ
ムが導入されている部屋または建物の LAN内のみから
利用できる設定とした．これにより，外部から不正に操
作をされることを防ぐことができる 5) ．

4 メソッドの実装
知的照明システムの開発および知的照明システムに関
する周辺プログラムの開発者 5名にアンケートを行い，
WebAPIを用いて知的照明システムを利用する場合は
どのような機能を実装するべきか調査し，特に希望の集
まった機能について実装を行った．以下に実装した命令
を列挙する．

1. 部屋に設置されている照明の間取りを出力

2. 光度と信号値の関係情報を出力

3. 照明出力値の一覧を出力

4. 照明出力を変更前に戻す

5. 照明出力の変更履歴を出力

6. 消費電力量の出力

なお，今回は制御する照明を蛍光灯のみとし，さらに
照明の設置位置と光度と信号値，および色温度と信号値
の関係情報は知的照明システムのDBに格納されている
ことを前提としている．

5 従来のUIとWebAPIによるUIの比較
WebAPIを用いた UIの実装と従来のクライアント・
サーバモデルのUIの実装とを比較して，WebAPIを利
用する利点および欠点について以下に示す．

Table 1 WebAPIを用いる利点と欠点

利点 欠点
サーバ構築が不要 用意された命令

セット以外利用不可
開発時間の短縮
DBなど技術の
学習コスト軽減
プログラム競合の回避

また，開発コストとしてWebAPIを利用して知的照
明システムを操作するためのソースコード量とサーバ・
クライアントを用いて知的照明システムを操作するため
のソースコード量を比較する．なお，ソースコード量の
比較のための単位として今回はステップ数を用いる．

Table 2 開発コストの比較

WebAPI サーバ・クライアント
（ステップ） （ステップ）

制御 PC側 なし 100～200

UI側 5～20 25～30

WebAPIを用いた場合，開発は UIのみでよく，制御
PC（サーバ）側にはプログラムを追加する必要は無い．
そのため，WebAPIを利用するためにプログラムを書く
だけで知的照明システムを操作可能である．それに対し
て，従来手法のサーバ・クライアントモデルによる UI
の開発では制御 PC（サーバ）側に受信プログラムを，
UI（クライアント）側には送信プログラムを書かなけれ
ばならない．この，サーバ側プログラムの開発を省くこ
とは，知的照明システムにおける UIの開発コストを大
幅に削減することができると考えられる．
これによって，知的照明システムの UIを様々な端末
や開発環境で開発することが容易となり，さらにサーバ
プログラムの一元化による競合の減少から，UIの不具
合による照明の点灯異常の発生も抑えることが可能であ
ると考えられる．本稿で提案したWebAPIは十分に学
習，開発コストを軽減し，UIを初めとする知的照明シ
ステムに関連するプログラム開発に貢献することが可能
であると言える．

6 今後の課題
今後はフルカラー LED に関するメソッドの実装や，
さらに多くの命令セットをWebAPIに用意していくこ
とが必要となる．また，WebAPI を知的照明システム
の利用されているオフィスに導入し，実際に様々な UI
を開発することでデータを収集することが望ましいと言
える．
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